車間通信環境における頼度共有アルゴリズムを用いたパケット破棄攻撃への対策に関する研究 by 加藤 平成
愛知県立大学大学院情報科学研究科 平成 26 年度 修士論文要旨 
車車間通信環境における信頼度共有アルゴリズムを用いた 
パケット破棄攻撃への対策に関する研究 























































車線が 40km/h，第 2車線が 50km/hとし，ドライバモデル
は最適速度モデル[1]を使用する．攻撃者の割合は 0．2と
する．各車両は毎秒 0．3 の確率でパケットを生成する．
提案方式の閾値 C は 1.25 から 2.0 まで 0.25 間隔，既存






A を使用したものを提案方式 A,タイプ B を使用したもの
を提案方式 Bと呼ぶ． 
表 1 シミュレーション条件 
項目 数値 
シミュレーションエリア 片側 2 車線 500m 
車両速度 





パケット発生間隔 平均 1000ms 
パケット発生率 0.3 
攻撃者の割合 0.2 
シミュレーション時間 1 時間（10 回） 
閾値 T（既存方式） 1,2,3,4 














































表 2 既存方式より３項目全てにおいて高い性能を持つ閾値 
閾値 20m 30m 40m 50m 60m 
T=1 A(C=1.25) A(C=1.25) × × × 
T=2 B(C=1.25) B(C=1.25) B(C=1.25) B(C=1.25) B(C=1.25) 
T=3 A(C=1.5) A(C=1.5) A(C=1.5) A(C=1.5) A(C=1.5) 
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図 6 平均車間距離の変化と検出時間（既存方式） 
図 2 平均車間距離の変化と誤検出率（既存方式） 
図 3 平均車間距離の変化と検出率（提案方式 A,B） 
図 4 平均車間距離の変化と検出率（既存方式） 
図 5 平均車間距離の変化と検出時間（提案方式 A,B） 
図 1 平均車間距離の変化と誤検出率（提案方式 A,B） 
